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一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
七
月
十
八
日
、
一
一
人
の
若
者
が
横

浜
港
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
出
帆
し
た
。
文
部
省
第
一
回
官
選

貸
費
留
学
生
の
一
行
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
の
ち
に
英
吉
利
法
律

学
校
の
創
設
に
参
画
し
、
二
一
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
院
長
、

学
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
菊き
く

池ち

武た
け

夫お

が
い
た
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
菊
池
の
ほ
か
法
学
関
係
で
は
、
日
露
戦

争
後
の
一
九
〇
五
年
日
本
全
権
と
し
て
ロ
シ
ア
と
の
間
で
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
の
調
印
に
心
血
を
注
ぐ
こ
と
と
な
る
小
村
寿
太
郎
や
、

鳩
山
由
紀
夫
元
首
相
の
曽
祖
父
に
あ
た
り
一
八
九
六
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
衆
議
院
議
長
を
務
め
る
三
浦
（
鳩
山
）
和
夫
、
外
務
卿

井
上
馨
の
秘
書
官
と
し
て
鹿
鳴
館
時
代
に
条
約
改
正
に
力
を
尽
く

す
こ
と
と
な
る
斎
藤
修
一
郎
が
い
た
。
彼
ら
は
、
東
京
大
学
の
前

身
で
あ
る
東
京
開
成
学
校
の
同
級
生
で
、
当
時
い
ず
れ
も
法
学
本

科
の
三
年
生
で
、
学
年
試
験
の
結
果
、
留
学
生
に
選
抜
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

八
月
初
旬
、
太
平
洋
の
大
海
原
を
無
事
に
越
え
て
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
到
着
し
た
一
行
は
、
そ
こ
か
ら
大
陸
横
断
鉄
道
に
揺
ら

れ
な
が
ら
一
路
東
部
へ
と
向
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
他
の
メ

ン
バ
ー
と
別
れ
た
菊
池
、
小
村
、
斎
藤
の
三
人
が
目
指
す
ボ
ス
ト

ン
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
八
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日

本
を
離
れ
て
か
ら
一
ヵ
月
の
旅
路
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
ボ
ス
ト
ン
入
り
し
た
菊
池
は
、
斎
藤
と
と
も
に
こ

の
年
の
十
月
に
ボ
ス
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
。

こ
の
法
学
校
は
、
わ
ず
か
三
年
前
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
が
、
当
時
、
人
種
や
男
女
を
問
わ
ず
広
く
門
戸
を
開
放
し
て
い

た
。
ち
な
み
に
、
小
村
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に

入
学
し
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
こ
の
後
約
五
年
間
の
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
間
勉
学
に
励
む
だ
け
で
な
く
、
夏
休
み
に
は
友
人
と
連

れ
立
っ
て
、
時
に
は
寄
宿
先
の
家
族
な
ど
と
一
緒
に
バ
カ
ン
ス
を

楽
し
ん
で
い
る
。
菊
池
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
留
学
か
ら
一
年
経
っ

た
七
六
年
の
夏
に
は
、
当
時
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
独
立
百
周
年
を

記
念
し
て
開
催
中
で
あ
っ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
を

見
学
し
、ま
た
翌
七
七
年
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ノ
ー
ス
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を
訪
れ
、
同
地

で
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、魚
釣
り
な
ど
に
興
じ
、ま
た
各
種
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
招
待
さ
れ
数
多
く
の
人
々
と
交
流
を
深
め
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。

　

留
学
か
ら
三
三
年
経
っ
た
一
九
〇
八
年
の
晩
秋
、
カ
ロ
リ
ン
・

ハ
ン
ブ
リ
ン
と
い
う
六
十
歳
を
過
ぎ
た
白
髪
の
ア
メ
リ
カ
人
女
性

が
来
日
し
た
。
彼
女
は
、
菊
池
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た
ノ
ー
ス
ウ
ェ

イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
家
の
親
戚
で
、
遠
く
故
郷

を
離
れ
た
日
本
人
留
学
生
に
何
く
れ
と
な
く
世
話
を
し
て
く
れ
た

恩
人
で
あ
っ
た
。
再
会
を
喜
ん
だ
菊
池
は
祝
宴
を
張
る
と
共
に
、

自
邸
に
招
い
て
心
を
尽
く
し
、
菊
池
夫
人
が
富
士
や
日
光
と
い
っ

た
名
勝
を
案
内
し
た
と
い
う
。

　

ハ
ン
ブ
リ
ン
夫
人
の
思
い
出
話
に
よ
れ
ば
、
留
学
当
初
の
菊
池

は
「
食
堂
に
行
く
」
と
い
う
言
葉
を
「
外
に
行
く
」
と
聞
き
違
え

た
そ
う
で
あ
る
が
、
留
学
中
の
日
々
の
研
鑚
と
社
交
的
な
交
流
に

努
め
、
上
達
し
た
と
い
う
。

　

監
督
官
と
し
て
菊
池
ら
に
同
行
し
た
目
賀
田
種
太
郎
の
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
一
八
七
六
年
六
月
に
行
わ
れ
た
私
犯
法
や
刑
法
な
ど

六
科
目
の
試
験
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
菊
池
は
、
さ
ら
に
翌

年
六
月
に
は
一
三
科
目
の
試
験
に
合
格
し
て
、
め
で
た
く
バ
チ
ェ

ラ
ー
・
オ
ブ
・
ロ
ー
（
法
学
士
）
の
称
号
を
得
た
。
二
十
三
歳
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
菊
池
の
法
学
士
号
の
獲
得
は
、
ボ
ス
ト
ン

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
日
本
人
初
の
快
挙
で
、
そ
れ
は
今

も
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
歴
史
の
一
頁
を
飾
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
身
地　

岩
手
県
盛
岡
市

生　

年　

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
七
月
二
十
八
日

没　

年　

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
七
月
六
日

0 0 5

菊 

池 

武 

夫　

ボ
ス
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

 

初
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